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平成20年１月１日現在の人口●男1,672人●女1,708人●計3,380人（前月比▲４）●転入５●転出５●出生０●死亡４●世帯数1,084（前月比▲１）

平成20年１月10日

月号

め
で
と

年
が
北

躍
進
の

村
民
お

ご
健

心
を

し
上
げ

深
い
ご

る
こ
と

す
。

ま
す
と
、

飛
び
交

る
年
金

な
ど
に

り
、
ま

越
沖
地

れ
ま
し

に
は
、

経
済
の

格
の
高

念
さ
れ

に
は
、

じ
る
な

る
必
要

の
動
き

そ
の
動

く
そ
の

状
況
が

続
い

　
こ

な
か

費
や

村
第

続
で

全
財

実
施
し

　
村
民

己
決

と
希

に
安
全

進
め

　
村

策
と

民
の

図
れ

ま
い
り

　
新

ら
小

る
よ

と
も

色
あ
る

　
ま

大
河

会
津

起
こ

振
興
に

　
地

る
村

く
た

め
、

ま
す

援
、

お
願

　
本

い
お

げ
ま

た
し
ま
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i n f o r m

よも

情
よも

情
i n f o r m③ 広報きたしおばら

平
成
二
十
年

重重
点点点点
施施施施
策策策策

　
ま
た
農
産
物
直
売
施
設
な
ど
と

連
携
し
販
路
拡
大
を
進
め
、
農

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
業
と
観
光
の
振
興
を
図
り
ま

農
業
と
観
光
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
す
。

■
農
産
物
の
生
産
性
と
品
質
を
高

■
農
産
物
の
生
産
性
と
品
質
を
高

全全全全
安
全
安

め
、
安

めめ
、
安
全･

生生
を
生

物
を
物
作
物
を

作作作
な
作
な
心心
な
心
安
心
安安安
心
な
作
物
を
生

産
す
る
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

産
す
る
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

　
ま
た
農
産
物
直
売
施
設
な
ど
と

連
携
し
販
路
拡
大
を
進
め
、
農

す

り
ま
す
。

ま
す
ま
す
ま

を
図
り
ま

をををを
上上上

の
向
上

の
向
の
向

得
の
得
の
得
所
得
所
家
所
家家家
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
平
成
二
十
一
年
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

■
平
成
二
十
一
年
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
に
あ

大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
に
あ

わ
せ
、
旧
会
津
米
沢
街
道
筋
の

わ
せ
、
旧
会
津
米
沢
街
道
筋
の

史
歴
史･

文
化
の
掘
り
起
こ
し
を

文
化
の
掘
り
起
こ
し
を

行
な
い
地
域
に
密
着
し
た
観
光

行
な
い
地
域
に
密
着
し
た
観
光

振
興
に
結
び
つ
け
て
ま
い
り
ま

振
興
に
結
び
つ
け
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

■
ま
た
、
旧
会
津

■
ま
た
、
旧
会
津･

米
沢
街
道
筋

米
沢
街
道
筋

の
大
塩
地
区
に
は
、
東
北
を
代

の
大
塩
地
区
に
は
、
東
北
を
代

表
す
る
柏
木
城
跡
、
塩
井
な
ど

表
す
る
柏
木
城
跡
、
塩
井
な
ど

の
歴
史
・
文
化
遺
産
が
あ
り
、

の
歴
史
・
文
化
遺
産
が
あ
り
、

こ
れ
を
観
光
と
地
域
づ
く
り
に

こ
れ
を
観
光
と
地
域
づ
く
り
に

活
用
す
る
よ
う
推
進
を
図
り
ま

活
用
す
る
よ
う
推
進
を
図
り
ま

す
。
す
。

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
探
勝

■
約
八
十

■
約
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
探
勝

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
、
物
産

や
ラ

ス

路
や
路
や
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
、
物
産

コ
ツ
ー

用
し
、
エ

ど
を
活
用

どど
を

な
ど

館
な
館
な
ど
を
活
用
し
、
エ
コ
ツ
ー

並
区
を
拠

杉杉
並
杉杉
並

ム
の
定
着
、
杉

ズ
ムム

リ
ズ
リ
ズ
ム
の
定
着
、
杉
並
区
を
拠

の
観
光
Ｐ

へ
の

し
た
首
都
圏
へ

点
と
し
た

点点
と
し
た
首
都
圏
へ
の
観
光
Ｐ

す
。

て
ま
い
り
ま
す

務
め

Ｒ
に
務

Ｒ
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

で
き
る
よ

活活

■
常
に
健
や
か
に
生
活

■
常
に
健
や
か
に
生
活
で
き
る
よ

た
「
健
康

用
し
た

う
に
温
泉
を
利
用
し

う
に
温
泉
を
利
用
し
た
「
健
康

を
推
進
し

業
」
を
推

づ
く
り
大
学
事
業

づ
く
り
大
学
事
業
」
を
推
進
し

ま
す
。

ま
す
。

の
ト
ー
タ

祉祉
の

■
保
健
・
医
療
・
福
祉

■
保
■■
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ト
ー
タ

安
心

がが
ら
、
安

ル
ケ
ア
を
図
り
な
が

ル
ケ
ア
を
図
り
な
が
ら
、
安
心

づ
く
り
に

境境
づ

し
て
暮
ら
せ
る
環
境

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

努
め
ま
す
。

■
特
色
あ
る
学
校
教
育
を
推
進
す

■■
特
色
あ
る
学
校
教
育
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
整

る
と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
整

備
、
幼
児
教
育
の
充
実
、
情
報

備
、
幼
児
教
育
の
充
実
、
情
報

教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
、

教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
、
国

際
・
国
内
交
流
を
図
り
、
次
代

際
・
国
内
交
流
を
図
り
、
次
代

を
担
う
心
豊
か
な
人
材
育
成
に

を
担
う
心
豊
か
な
人
材
育
成
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

■
新
た
な
校
舎
で
ス
タ
ー
ト
す
る

■
新
た
な
校
舎
で
ス
タ
ー
ト
す
る

統
合
さ
く
ら
小
学
校
が
、
ス
ム
ー

統
合
さ
く
ら
小
学
校
が
、
ス
ム
ー

ズ
に
運
営
出
来
る
よ
う
教
育
環

ズ
に
運
営
出
来
る
よ
う
教
育
環

境
整
備
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、

境
整
備
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、

環
境
教
育
を
進
め
ま
す
。

環
境
教
育
を
進
め
ま
す
。

■
い
じ
め
の
な
い
環
境
を
つ
く
り
、

■
い
じ
め
の
な
い
環
境
を
つ
く
り
、

命
の
大
切
さ
な
ど
の
指
導
徹
底

命
の
大
切
さ
な
ど
の
指
導
徹
底

に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
県
内
で
唯
一
新
規
採
択
さ
れ
た

■
県
内
で
唯
一
新
規
採
択
さ
れ
た

県
代
行
事
業
に
よ
る
村
道
整
備

県
代
行
事
業
に
よ
る
村
道
整
備

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
こ
の
ほ
か
の
村
道
に
つ
い
て
も

■
こ
の
ほ
か
の
村
道
に
つ
い
て
も

整
備
促
進
と
、
地
域
間
の
交
流

整
備
促
進
と
、
地
域
間
の
交
流

を
図
り
ま
す
。

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
桧
原
湖
一
周
道
路
に
つ

ま
た
、
桧
原
湖
一
周
道
路
に
つ

い
て
は
、
早
期
完
成
を
国
・
県

い
て
は
、
早
期
完
成
を
国
・
県

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

残

村
にに
残

村
にににに

若
者
が
希
望
を
持
ち
、
村

■■■
若
者
が
希
望
を
持
ち
、
村
に
残

環
境

れ
る
よ
う
、
住
み
や
す
い
環

れ
る
よ
う
、
住
み
や
す
い
環
境人人

住
人
住住住

づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
、
定
住

づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
、
定
住
人

口
増
を
図
り
ま
す
。

口
増
を
図
り
ま
す
。

若
者
向
き
の
住
み
や
す
い
村
営

■■
若
者
向
き
の
住
み
や
す
い
村
営

住
宅
を
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
は
、

住
宅
を
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
は
、

続
、、
続
継
続
継
化
継
化
継

料
化
料
化
料

幼
稚
園
の
保
育
料
無
料

幼
稚
園
の
保
育
料
無
料
化
継
続
、

な
ど
にに
よ
り
、

にに

学
童
保
育
継
続
な

学
童
保
育
継
続
な
ど
に
よ
り
、

策
も
講
じ

更
な
る
子
育
て
支
援
策

更
な
る
子
育
て
支
援
策
も
講
じ

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

組
む
防
犯

取
り
組

地
域
住
民
自
ら
取
り
組

地
■
地
■■
地
域
住
民
自
ら
取
り
組
む
防
犯

か
、
消
防

活
動
を
取
り
組
む
ほ
か

活
動
を
取
り
組
む
ほ
か
、
消
防

な
ど
、
暮

なななな

設
備
の
充
実
を
図
る
な

設
備
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
暮

す
。

守
り
まま
す

守
り
まま
す

ら
し
の
安
全
を
守

ら
し
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

セ
ン
ト

■
職
員
数
二
十
三
パ
ー
セ

■
職
員
数
二
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
削

革
の
成
果

革革革

減
な
ど
の
行
財
政
改

減
な
ど
の
行
財
政
改
革
の
成
果

　
を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
職
員

を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
職
員

が
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、

が
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、

更
な
る
改
革
推
進
に
よ
り
経
費

更
な
る
改
革
推
進
に
よ
り
経
費

の
節
減
や
自
主
財
源
の
確
保
を

の
節
減
や
自
主
財
源
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

図
り
ま
す
。

づ
く
づ
村
づ
村
た
村村村

し
たた

立
し
た

立

か
り
と
自
立

か

立

し
っ
か

■

っ
か

■
し
■
し
っ
か
り
と
自
立
し
た
村
づ
く

り
を
推
し
進
め
る
た
め
、
村
民

り
を
推
し
進
め
る
た
め
、
村
民

と
と
も
に
痛
み
を
分
け
合
い
、

と
と
も
に
痛
み
を
分
け
合
い
、

維
持
す
べ
き
施
策
や
改
革
、
廃

維
持
す
べ
き
施
策
や
改
革
、
廃

に
し
、

にに
確
明
確
明
を
明
を
策
をを
策
を
策策策
施

べ
き
施

べ
き
施

す
べ
き
施

す
べ
すす
止
す
止止止
す
べ
き
施
策
を
明
確
に
し
、

見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
村
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
に
よ

■
村
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
に
よ

り
、
行
政
と
住
民
の
役
割
を
明

り
、
行
政
と
住
民
の
役
割
を
明

確
に
し
、
と
も
に
手
を
携
え
て

確
に
し
、
と
も
に
手
を
携
え
て

よ
り
良
い
村
づ
く
り
に
取
り
組

よ
り
良
い
村
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ん
で
ま
い
り
ま
す
。



広報きたしおばら ④

人と人との関わりを育てることを目的に実施
された連携活動は12月４日、さくら小学校の一
年生16人が生活科の時間にさくら幼稚園に来園
し行なわれました。
児童らは“くじらぐも”の音読劇を披露し、

その堂々とした発表に園児はびっくり。また、
春から育てたあさがおの種を園児一人ひとりに
プレゼントしました。
その後、園児らが収穫し魔法の水で甘く変身

させたみしらず柿をお返しにプレゼント。児童
らは「魔法の水って砂糖水なの?それとも塩水？」
という不思議そうな顔を浮かべていました。
ほんのひとときの交流でしたが、園児にとっ

ては小学生のあこがれや一年生になることへの
期待が高まり、児童にとっては、自分の成長が
意識できるなど、貴重な体験となりました。

『 』
さくら幼稚園とさくら小学校の連携活動さくら幼稚園とさくら小学校の連携活動さくら幼稚園とさくら小学校の連携活動

　
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
で
は
、
村
内
の
宿
泊

施
設
を
は
じ
め
、
富
士
通
や
シ
グ
マ
な
ど

の
大
手
企
業
や
竹
田
病
院
や
会
津
中
央
病

院
な
ど
の
医
療
機
関
、
旅
行
業
者
な
ど
を

対
象
に
、
同
施
設
を
従
業
員
の
福
利
厚
生

の
場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
契
約
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
健
康
ブ
ー
ム
で
あ
る
今
、
健
康
増
進
施

設
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に
推
し
出
し
、
新

た
な
営
業
戦
略
を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
。

病
院
な
ど
に
つ
い
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設

と
し
て
も
効
果
が
で
て
い
る
こ
と
か
ら
、

従
業
員
だ
け
で
な
く
、
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ

に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
。

同
施
設
の
金
子
支
配
人
は
、｢
ラ
ビ
ス
パ
裏

磐
梯
は
装
置

産
業
で
あ
る

た
め
、
一
人

で
も
多
く
の

方
に
来
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上

に
地
域
に
貢

献
し
て
い
き

た
い｣

と
話

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、

郡
山
周
辺
も

視
野
に
入
れ
、

地
域
の
た
め

に
積
極
的
に

営
業
を
推
進

し
て
い
く
予

定
で
す
。

▲サンタクロースさんと“カンパーイ！”



⑤ 広報きたしおばら

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

氏　　名
東　條　　嘉　子
遠　藤　　惠　子
岩　渕　　美　夫
小　椋　　志　郎
五十嵐　　恒　吉
江　川　　澄　子
鈴　木　　京　子
高　橋　　善　美
佐　藤　　正　義
佐　藤　　　　守
黒　原　　真佐子
深　井　　修　二
佐　藤　　　　進
小　椋　　章　雄
遠　藤　　由美子
佐　藤　　節　子

出身行政区
下　吉
北山一区
北山三区
松陽台
大久保
上川前
大塩中区
大塩上区
桧　原
早稲沢
狐鷹森
剣ヶ峯
蛇　平
長　峯
北山一区
曽　原

担当地区
下吉・谷地
北山一・二区
北山三区・関屋・樟
松陽台
大久保
下･上川前
大塩(下)
大塩(上)
桧原・金山
金山・早稲沢
狐鷹森・曽原
剣ヶ峯
蛇平・秋元・小野川
長峯
北山・大塩地区　※主任児童委員

桧原・裏磐梯地区 ※主任児童委員

民生児童委員・主任児童委員名簿
任期：平成19年12月1日～平成22年11月30日（3年）

〜
福
祉
や
児
童
問
題
等
の
身
近
な
相
談
役
〜

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
状
交
付

高
橋
村
長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ

る
東
條
嘉
子
さ
ん
（
下
吉
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に

伴
う
委
嘱
状
交
付
式
が
、
12
月
３
日
、
コ

ミ
セ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
高
橋
村
長
が

厚
生
労
働
大
臣
、
県
知
事
か
ら
の
委
嘱
状

を
委
員
16
人
に
伝
達
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
19
年
12
月
１
日
か
ら
３
年
で
す
。

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
役
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

会
　
長
　
佐
藤
　
正
義

副
会
長
　
遠
藤
　
惠
子

監
　
事
　
五
十
嵐
　
恒
吉

監
　
事
　
小
椋
　
章
雄

平安時代の元服にならい行なわれた立志
式は12月13日、裏磐梯中学校を会場に開
催されました。
式では、保護者出席のもと、中学２年生
11人に瓜生幸男校長から立志証書が手渡
されました。その後、生徒が誓いの言葉を
述べ、「誰にでもやさしく信頼される大人
になりたい」「誰からも信頼され、尊敬さ
れる大人になることを誓います」などと、
それぞれにこれからの決意を表しました。
式の最後には、保護者を代表して鈴木由
利子さん（曽原）が「自分を見失うことな
く、人の波にのまれることなく、自分らし
く生きてください。それぞれがどんな花を
咲かせるのかを楽しみにして、11の花を
ずっとずっと見守っています。」と励まし
の言葉を述べました。

　漆工芸家である角田純一氏（狐鷹森）はこのほど、第46回日本現
代工芸美術展で入選した漆絵『光のハーモニー』を本村に寄贈しまし
た。この漆絵は、裏磐梯の湖沼群をイメージし制作したものです。
　角田氏は今年の３月、本村の文化人に認定。現在は、裏磐梯高原曽
原山別荘地内で漆伝統工芸文化を定着させ、裏磐梯の知名度のアップ
を図ろうと日々奮闘されています。
　今回は、村民の方に自分の作品を見てもらいたいという思いから寄
贈されました。役場ロビーにて展示してありますので、お立ち寄りの
際は、ぜひご覧ください。

　漆工芸家である角田純一氏（狐鷹森）はこのほど、第46回日本現
代工芸美術展で入選した漆絵『光のハーモニー』を本村に寄贈しまし
た。この漆絵は、裏磐梯の湖沼群をイメージし制作したものです。
　角田氏は今年の３月、本村の文化人に認定。現在は、裏磐梯高原曽
原山別荘地内で漆伝統工芸文化を定着させ、裏磐梯の知名度のアップ
を図ろうと日々奮闘されています。
　今回は、村民の方に自分の作品を見てもらいたいという思いから寄
贈されました。役場ロビーにて展示してありますので、お立ち寄りの
際は、ぜひご覧ください。

　雪遊びの経験が少ない都会の子供た
ちに喜んでもらおうと、村商工会の役
職員５人は12月20日、杉並区の「松ノ
木保育園」と「堀ノ内東保育園」に地

元裏磐梯の「雪」と「雪だるま」を贈りました。
　この日は、サンタクロースの衣装を着た商工会のメンバーが、高さ
25cmの雪だるまを子供たち（２保育園177人）に贈ると、子供たち
からは「かわいい」との歓声が上がり、珍しそうに手にとって冷たい
雪の感触を楽しんでいました。また、あずきやどんぐりを使って目や
口をつけて顔を作ったり、サンタクロースと雪合戦をしたりと、子供
たちは大喜びでした。
　なお、雪だるまのプレゼントの様子は、同区の広報誌やテレビ番組
で心温まる話題として紹介されました。



広報きたしおばら ⑥

★「ヤーコンの真砂和え」

肥満を防ぐ

5つのポイント
　肥満は、生活習慣によって予防でき
ます。運動不足、ストレス、喫煙など
も内臓脂肪をためこむ原因となりますが、
ここでは食生活を見直すポイントを5
つにしぼって紹介します。

１
たんぱく質をしっかりとる
　たんぱく質（魚、肉、卵、
豆製品）の不足した食事は、
糖質（ごはんなどのでんぷん）

や脂肪のとりすぎをまねき、カロリー
の過剰摂取になりがちです。たんぱく
質を十分に摂ることで糖質、脂肪との
バランスが保たれ、摂取カロリーを抑
えることができます。

3
「まとめ食い」をやめる
　肥満の方には、朝食抜き、
夜たっぷりまとめ食いをする
パターンが多く、夜食症候群

とよばれています。
　1日の摂取カロリーが同じなら、3回
食べるよりも５回に分けるほうが肥満
になりにくいと言われています。

2
料理法に変化をつける
　「揚げる」「炒める」は素
材に脂肪（油）加える料理法。
「煮る」「蒸す」は素材の脂

肪を減らす料理法です。料理法の変化
に富んだメニューを選びましょう。

4
「早食い」をやめる
　血糖値が上昇して脳の満腹
中枢が刺激され、満腹感が生
ずるまでには、食事を始めて

20分ほどかかります。早食いをすると、
つい食べ過ぎるのはこのため。食事を
ゆっくり味わうことで腹八分目でも満
足感が得られます。

5
アルコールはほどほどに
　アルコールは1g７キロカロ
リー。1日の適量は、ビール
なら中びん１本（500 ）、

日本酒なら1合（180 ）ワインなら
グラス２杯弱（200 ）までです。中
性脂肪が高い人はなるべく節酒を。

【
み
ん
な
の
保
健
室
】

★
日
時：

１
月
18
日
（
金
）
13
時
〜
14
時

場
所：

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯

内
容：

血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談
な
ど

【
ち
び
っ
こ
広
場
】

★
日
時：

１
月
28
日
（
月
）
９
時
〜
16
時

場
所：

村
保
健
セ
ン
タ
―

内
容：

親
子
で
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に
ホ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。

＊
必
ず
保
護
者
同
伴
で
来
て
く
だ
さ
い
。

＊
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
大
丈
夫
で
す
。

【
料
理
教
室
】

★
日
時：

２
月
５
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所：

保
健
セ
ン
タ
―

内
容：

「
高
血
圧
は
な
ん
と
言
っ
て
も
予
防
が
大
事
」

講
師：

介
護
老
人
保
健
施
設
　
ケ
ア
ホ
ー
ム
や
ま

と
　
管
理
栄
養
士
　
横
山
ク
ミ
子
氏

EVENTVENT

EVEEVE
EVENTT

EVENTT
ENTEVE

VENTVE

「
氷
紋
（
ひ
ょ
う
も
ん
）」

昨
年
は
桧
原
湖
が
全
面
結
氷
し
な
い
ほ
ど
の
暖

冬
で
し
た
が
、
こ
の
冬
は
小
さ
な
湖
沼
か
ら
順
番

に
結
氷
し
て
白
く
な
っ
て
い
ま
す
。

薄
氷
が
は
り
、
雪
が
積
も
っ
た
沼
に
不
思
議
な

模
様
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

黒
い
大
き
な
水
玉
模
様
や
、
雪
の
結
晶
に
も
見

え
る
模
様
。
こ
れ
ら
は
、
水
面
の
薄
氷
に
何
か
の

理
由
で
穴
が
あ
き
、
そ
こ
か
ら
染
み
出
し
た
沼
の

水
が
雪
を
融
か
し
て
描
く
氷
紋
で
す
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
模
様
が
現
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
、
見
慣
れ
た
景
色
に
も
ち
ょ
っ
と

び
っ
く
り
し
て
し
ま

う
冬
な
ら
で
は
の
現

象
で
す
。

裏
磐
梯
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

32
・
２
８
５
０

裏磐梯ビジターセンター通信 じ
ゅ
ん
さ
い
沼

毘沙門沼



⑦ 広報きたしおばら

年頭の挨 拶

■問い合わせ先 住民ふれあい課医療福祉班・健康づくり班  23-3113

内臓脂肪型肥満または

腹囲 ○男性 85cm以上
　　　○女性 90cm以上
BMI  25以上
BMI＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

■高血圧
■脂肪異常
■高血糖
■喫煙歴

 
○内臓脂肪減量のための目標をたて、プロのサポー
　トを受けながら健康づくりを継続します！ 
 　

 
○健診結果から現在の生活習慣を振り
　返り、生活習慣改善の必要を理解し
　たうえで、プロのサポートを受けます！
　



m a t i o n

やま

報
やま

報
m a t i o n

国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
６
期
分

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

６
期
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
12
月
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
１
月
分

固
定
資
産
税
　
　
　
　
　
　
４
期
分

今
月
の
納
税
な
ど

１
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

桧
原
出
張
所
　
　

34
―
２
０
０
４

行
政
相
談
委
員
　
　
遠
藤
　
聖
一
郎

今
月
の
行
政
相
談

広報きたしおばら ⑧

休日当番医

武田医院…………… 2 7 - 4 0 3 1

手代木医院………… 2 2 - 0 0 3 4

鳴瀬病院…………… 2 4 - 3 3 3 3

ひらの医院………… 2 2 - 3 1 3 5

福田耳鼻咽喉科医院…… 2 4 - 4 1 8 7

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必要とする重症患者の救急医療体制です。

県立喜多方病院……… 2 2 - 2 1 8 1

小野病院…………… 2 2 - 0 4 1 4

有隣病院…………… 2 4 - 5 0 2 1

佐原病院…………… 2 2 - 5 3 2 1

県立喜多方病院……… 2 2 - 2 1 8 1

第二次救急当番医

平
成
20
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

（
追
加
受
付
）
に
つ
い
て

建
設
工
事
、
測
量
等
、
物
品
購
入

（
修
繕
）
等

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
（
１
ヶ
年
度
の
み

有
効
）

平
成
20
年
２
月
１
日
か
ら
２
月
29

日
ま
で
（
土
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を

除
く
。
郵
送
可
。）

建
設
工
事
、
測
量
等
は
「
福
島
県

様
式
」、
物
品
購
入
（
修
繕
）
等
は

「
村
指
定
様
式
」
で
、
い
ず
れ
も
Ａ

４
判
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
。
こ
の
ほ
か
添

付
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
要

領
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
要
領
及
び
様
式
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

総
務
企
画
課
総
務
企
画
班

23
―
３
１
１
１

申
請
種
別

資
格
の
有
効
期
間

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

受
付
期
間

提
出
書
類

２
月
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ
レ
ッ
ジ

２
月
５
日
（
火
）
10
時
〜
12
時

▼
磐
梯
山
周
辺
の
魚
類

「
分
布
と
生
息
域
の
変
化
」
を
学
ぶ

２
月
25
日
（
月
）
13
時
〜
15
時

▼
動
物
の
足
の
裏
か
ら
垣
間
見
る

野
生
動
物
の
世
界

【
会
　
場
】
サ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【
参
加
費
】
各
講
座
５
０
０
円

【
申
込
み
締
切
り
】
２
月
２
日
（
土
）

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

23
―
７
８
６
０

大
　
塩
　
　
高
橋
　
末
義

北
　
山
　
　
武
藤
　
敏
子

大
　
塩
　
　
渡
部
　
豊
子

下
川
前
　
　
星
　
ミ
サ
子

大
　
塩
　
　
高
橋
　
郁
子

桧
　
原

穴
沢

子

大
　
塩
　
　
五
十
嵐
良
子

中
川
　
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
　
由
江

内
海
　
怜
子

千
葉
　
達
子

中
川
　
意
子

佐
野
　
雅
子

遠
藤
聖
一
郎

桧
　
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

曽
　
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

下
川
前
　
　
星
　
保
美
子

上
川
前
　
　
大
竹
　
英
子

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

岩
渕
シ
ミ
ノ
（
美
夫
・
父
の
妻
）
北
山
三
区

田
　
壽
　
（
四
郎
・
弟
）
金
　
山

武
藤
　
盛
夫
（
隆
子
・
夫
の
父
）
北
山
二
区

五
十
嵐
鉄
男
（
フ
ミ
子
・
夫
）
大
塩
中
区

（
鈴
　
木
　
恵
　
一
（
北
山
三
区
）

佐
　
治
　
朋
　
子
（
会
津
美
里
町

）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！
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福島県では平成20年５月から「ICカード式成人識別機自動販売機」の稼動が開始します。
成人識別たばこ自販機では成人のみに発行される「タスポ」(たばこ専用ICカード)が無けれ
ば、自動販売機からのたばこ購入ができません。
未成年者の喫煙防止のためご協力をお願いします。
●「タスポ」申込書
・最寄の「たばこ販売店」で申込ください。
・インターネットでも、申込書をダウンロードできます。
●「タスポ」申込開始時期
・福島県では平成20年２月から開始されます。
●「タスポ」の配布
・約２週間で、原則郵送でお届けします。
問い合わせ先　会津たばこ販売協同組合　 0242-27-4089 ▲タスポ(taspo) 成人識別ICカード

～国民年金に安心をプラス～

「国民年金基金制度」のご案内
国民年金基金は、｢国民年金法｣で定められた公的な

年金制度です。

◇１口加入で３万円支給

１口加入（35歳までに加入の場合）すると、65歳

から１ヶ月３万円の年金が一生涯受取れます。

◇掛金は将来も変わることなく一定です。

◇掛金は全額社会保険料控除になります。

この制度は自営業、自由業、農業などの国民年金第

１号被保険者の方々にゆとりをプラスする公的年金で

す。ぜひご加入ください。

【問い合わせ先】

福島県国民年金基金　 ０１２０－６５－４１９２

村立幼稚園児の入園希望者を以下により募集しま
す。用紙は各幼稚園にあります。

●園児の通学区域
さくら幼稚園
・大字関屋
・大字北山
・大字下吉
・大字大塩
裏磐梯幼稚園
・大字桧原

●入園対象児
・３歳児
平成16年４月２日～
平成17年４月１日生

・４歳児
平成15年４月２日～
平成16年４月１日生
・５歳児
平成14年４月２日～
平成15年４月１日生

●提 出 先 各幼稚園
●提出期限
平成20年１月28日

●問い合わせ先
・さくら幼稚園

・裏磐梯幼稚園

村では、有用な人材の育成を図る目的で育英事業
（奨学金制度）を実施しています。
平成20年度の奨学生を次のとおり募集しますので、

ご活用ください。
■対象
平成20年度より高等学
校・専門学校及び大学
（短期大学含む）に進
学予定者（在学中含む）
で、成績優秀かつ学費
等の支出が困難な方。
■募集人員
5人（書類審査があります）

■受付期間
平成20年2月1日（金）
～2月29日（金）

■必要書類
◎奨学生願書
◎奨学生推薦書
◎健康診断書
◎成績証明書
◎収入に関する証明書
（家族全員分）

※様式は教育委員会にあ
ります

■問い合わせ先
教育委員会教育課
２３－１３３３

戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年４月1
日において、遺族年金等を受ける方がいない場合に
支給されます。
対象となるご遺族の方でまだ請求されていない方

は、以下の請求窓口へ問い合わせのうえ、請求して
ください。

【給付内容】
額面40万円10年償還の記名国債

【請求窓口】
住民ふれあい課　 23-3113

3月31日までです！
戦没者等の遺族に対する
特別弔慰金の請求期限は
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■申し込み方法

■問い合わせ先

44,,5005000円円村民価格

趣味の会　手芸クラブ代表　 伊豆野キヨイさん（北山）

第79回

北山公民館１階フロア・和室の部屋からは、今日も楽しそうな笑い声が聞こ
えてきます。今回紹介する“趣味の会　手芸クラブ”の皆さんです。
手芸クラブは、現在代表の伊豆野キヨイさんらが中心となって活動を始め、ちょう

ど３年が経過しました。｢パッチワークや折り紙、手かごとかをみんなで楽しく作ってんだ
ぁ！みんな楽しみが増えてねぇ、いろんなことが覚えられるし、いいよぉ！｣とキヨイさん。月2回の活動が、
楽しみで待ちきれないようです。
皆さんの作品は、どれも完成度が高く、趣味とは思えない素晴らしいものばかり！中には１年以上かけて

作った作品もありました。思わず、苦労されてるのでは？と聞くと、｢苦労なんてないない（笑）奥が深い
から難しいとこもあるけど、完成したのを見っと、うれしくなっから！｣と、頼もしい言葉が返ってきまし
た。

年１回の文化祭が、自分の作品を展示できる唯一の機会。村
の人に見てもらうのがとてもうれしいようです。メンバーか
らは、｢作品には気持ちがこもってるからなかなか手放せない
けど、展示する機会がもっとあればいいなぁ。｣といった言葉
もありました。
最後に、｢ずっと続けていければそれでいいねぇ。今はそれ

だけだよ。みんながいつまでも元気で、笑って、楽しく手芸
ができれば十分です！…ボケ防止にもなるし（笑）｣と話すキ
ヨイさんの言葉に、メンバーの皆さんも笑顔でうなずいてい
ました。
※手芸クラブでは、作品を展示できる場を探しています。『ぜ
ひ展示したい』という方のご連絡をお待ちしています！▲制作した作品と記念撮影

（伊豆野キヨイさん：前列右側）

趣味がくれた　かけがえのないもの
part1


